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1. 褐色細胞腫の術中合併症
松前孝幸，和田搭治，三枝陸政j
(千大)
褐色細胞腫の麻酔中，腫虜操作により持続的な高血圧
をきたし，頻回，大量のレヂチン投与にもかかわらずコ
ントロールが困難であった症例を経験した。
褐色細胞腫の麻酔管理は主として，腫蕩易;j出後の低血
圧の対策に重点がおかれているが，術中の高血圧に対し
てレヂチンに殆んど反応しない例もあり，腫療易1I出前の
循環動態の変化に対し，麻酔剤を含めて使用薬剤を再検
討する必要があると思われる。 
2. Wegener症候群の麻酔
堀雄一，平賀一陽(千大) 
Wegener症候群患者の麻酔管理に際しては， 気道確
保の問題，肺機能・腎機能の問題，ステロイド剤や免疫
抑制剤が治療に使われていることが多い点，その他数多
くの考慮すべき問題が存在する。今回，我々は， Poly-
neuritis，高度の筋萎縮， 四肢末端の壊死を伴った患者
の麻酔を経験し， NLA麻酔によって満足すべき結果を
得ることが出来たので文献的考察を加えて報告した。 
3. 術後4日目に頻脈発作を呈した WPW症候群
の1例
長谷川浩平，瀬戸屋建三(東京厚生年金) 
vVPvV症候群の麻酔経過及び術後経過を紹介し， 術
後4日目に発生した頻拍発作時の処置，及び心電図所見
を紹介した。麻酔法の選択，発作時処置法につU、て若干
の考察を行なった。 
4. 閉塞性障害を有する肺癌手術 2症例
片山正夫，飯島一彦，水口公信
(国立ガンセンタ~) 
1秒率29%と33%の閉塞性障害を有する肺癌患者2例
の肺切除術の麻酔を経験した。術中は問題なく経過し
た。術後は 1例目は順調に経過した。 2例目は肺合併症
をおこしたが適切な治療により改善した。低肺機能から
みた麻酔の適応基準については若干の文献的考察を加え
て症例報告した。 
5. セルシン⑮によると思われる循環系の異常反応
三枝i堕朗，堀雄一(千大)
全身麻酔の導入時，回収途上のセノレシン@を 5mg静
注した所，極度の低血圧と頻脈発作を来たした症例を経
験した。一般的ショック療法には殆んど反応を示さず，
血圧測定不能時間は約90分であった。昭和49年9月新し
い溶媒のジアゼパム注射薬が発売されて以来，従来見ら
れなかった循環系の異常反応が散見される様になった。
更に同じ溶媒を使用しているケーツー注射薬⑬でも， 同
様なショックの報告があり十分なる注意が必要‘で、ある。 
6. ドキサプラムの循環系におよぼす影響
青柳光生，柳重行(千葉県立がんセンター)
手術々後の呼吸器合併症の予防の一手段として， 
pharmacological ventilator として， Doxapramの 
microdrip法を考えた。。今回，その基礎的薬理作用，
特に，呼吸，循環器系に対する影響について検討した。
呼吸については COzanalyzer，循環については， Holl-
dack法を用いた。その結果 Doxapram は， 呼吸数よ
り，一回換気量を増加させ positive inotropic effect 
があり，平均動脈圧を上昇させ，臨床上，安全に使用出
来ることがわかった。 
7. ヘルベッサーの心収縮性におよぼす影響
長井千輔(千葉労炎)
術後患者6名にへノレベッサー 200pg/kg を投与し， 
Hol1clach法により DAZ，ASZ，ATZを測定し， ATZ/ 
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ASZ，Pcl/DAZ Pcl/ ASZを算出， DAZ，ASZと共に有
意の短縮を示し， PRの有意の唱力0，Pcl持続的減少， 
ATZ/ASZの有意の増加等からみて，急性投与では心収
縮性の有意の増加が推測され，末梢循環に関しては拡張
が持続的にみられ， これまで報告されたものと同慌であ
った。 
8. 低血圧麻酔 (Scoliose手術への応用と出血量の
減少効果について) 
O河野治，宇津木誠，白幡真知子
和田裕治，三枝陸朗，伊東範行
平賀一陽，米沢利英(千大)
飯島一彦(国立がんセンター)
側響症の症例を対象として低血圧麻酔を行ったo 
wedge，Harrington手術では出血量の減少が有意に認
められたが， wedge手術後の Harrington手術では22
%の減少で有意差を認めなかった。その原因は二つ考え
られる。 1つは低血圧時間，血沈，赤血球数，手術椎体
数などの因子が出血量の増加に影響していること，他の 
1つは例えば薬剤耐性などの理由で，従来考えられてい
るような出血量の減少効果は二度目の低血圧では期待出
来ないのではないかとU、うことである。 
9. 静注用アスピリンの術後疹痛に対する効果
伊東和人(国立千葉)
アスピリンは水に難溶性で注射斉iJはなかったが， dト
リジンの塩結合物は水溶性であり，最近静注用アスピリ
ンとして開発された。本剤を開腹術，耳鼻科手術の術後
鎮痛剤として使用した。効果は20分で発現し， 78%に効
果を認めた。また，術式，年齢，麻酔法などを限定した
対象において，サノレチノレ酸ソーダとの二重盲検試験にお
いても，有意差で静注用アスピリンがすぐれ，副作用も
なく，術後の鎮痛剤として用うべきものと思う。 
10. T. E. N. S.を用いた術後疹痛対策
河1I青純忠(県立がんセンター)
電気刺激によって無痛効果が得られるという事実はエ
ジプトやギリシヤで、電気魚を使って痛みを治療したとい
う記録があり，古くから知られている。今回 Transcu-
taneous electrical nerve stimulation (TENS)が開
腹手術後の創部痛の緩和に効果があるか否かを検討し
た。 TENS群は Contral群に比べ鎮痛剤の使用頻
度，使用量の減少傾向がみられ，初回投与時間も遅れる
という結果を得た。これは特に上腹部手術例で顕著で，
下腹部手術例では効果がなかった。 
11.頑痛症に対するアネソキシンの使用経験
馬場雅行(県立がんセンター)
悪性腫場に起因する頑痛症の苦痛を除去するにはいろ
いろの方法があるが，種々の鎮痛療法の施行後，疹痛の消
失しない症例，或は鎮痛療法の施行が困難な症例をわれ
われは日常経験している。このような患者に50%笑気;
酸素の pre-mixedgasであるアネソキシンを吸入さ
せ，症例を選べばアネソキシンの吸入が疹痛対策として
有用であるとの示唆を得たので報告した。 
12.三又神経痛の診断と治療
片岡敬文，安東昌夫(沼津市立)
最近当科で、扱った三叉神経痛患者39例について検討・し
た。症例は50歳以上が90%以上を占め，躍患、技ではE枝
が多かった。診断には問診と痛みの性質，患者のしぐさ
等を参考にした。治療では26例に微量のアノレコー ノレによ
る神経ブロックを行った。その効果はブロックの種類，
技術の巧拙，ブロック後の神経痛の強さや緩解期に影響
される。テグレトーノレは少量投与で、鎮痛の得られる患者
やブロック後の再発例に効果がある。 
13. Diazepam静注後の Lidocanieの精神運動機能
に及ぼす影響
水口公信(国立がんセンター)
我々は手術予定患者30例を対象に Liclocaine80 mg 
静注後 5分， (Li)，0.15mg/l屯 Diazepam静注後 25分 
(Di) 0 . 15mg/kg Diazepam静注後20分で Liclocain80 
mg静注後 5分 (Di十L)の3群に分け安静時の値と比
較した。フリッカ融合闇値は Li群不変， Di群減少， 
Di十L 群で有意の減少を示した。 クレペリンテストの
うち nは Di群で有意の増加 Di+L群は軽度の増加， 
Li群は減少の傾向にある。符号問題も Di群と Di+L
群で作業時間の減少， Li群は変化ない。鏡映描宇法の
うち速度は Di+L群でおそくなり， 誤りの時間，回数
も Di+Lは Diに比べ多くなる。 Liは変化ない。
以上の成績から精神運動学習に対する抑制は Di十L
群でもっとも著しく， Li群は軽度である。
